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第5回役員選挙　立候補者一覧
●推薦理事候補者（定数9名）

ブロック 氏　名 所属団体名
北海道（1） 加藤 弦 北海道骨髄バンク推進協会
関東甲信越（2） 野平晋作 千葉骨髄バンク推進連絡会
東海北陸（1） 川瀬和子 静岡骨髄バンクを推進する会
九州（2） 中村福代 みやざき骨髄バンク推進連絡会議
東北、関東（1）、近畿、中四国、九州（1）は立候補なし

●公募理事候補者（定数9名）※届出順

氏　名 在住地
1 村上忠雄 神奈川件秦野市
2 和泉屋 浩 埼玉県川口市
3 小川真理 北海道釧路市
4 四方田 淳 宮城県仙台市
5 菅 早苗 秋田県由利本荘市
6 齋藤江美子 福島県福島市
7 高橋めぐみ 埼玉県深谷市
8 溝口理文 千葉県千葉市
9 中野勝博 岐阜県美濃加茂
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昨
年
10
月
20
日
付
の
第
１
回
告
示

が
行
わ
れ
た
全
国
協
議
会
の
第
５
回

役
員
選
挙
は
、
１
月
20
日
の
立
候
補

締
切
ま
で
に
、
別
掲
の
通
り
推
薦
理

事
４
名
と
公
募
理
事
９
名
の
合
計
13

名
の
立
候
補
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
選
挙
管
理
委
員
会
（
二
見

茂
男
委
員
長
）
は
、
以
下
の
通
り
１

月
26
日
に
第
2
回
告
示
を
行
い
ま
し

た
。

⒈
投
票
を
行
わ
な
い
推
薦
理
事
に
つ

い
て

　

北
海
道
、
東
海
北
陸
の
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
け
る
推
薦
理
事
の
立
候
補
者

は
定
数
と
同
数
で
あ
り
、
ま
た
関
東

甲
信
越
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
定
員
２
名
に
対
し
、
立
候
補
者
が

１
名
で
あ
っ
た
た
め
に
、
役
員
選
考

規
程
第
11
条
第
２
項
の
定
め
に
よ
り
、

投
票
は
行
わ
ず
立
候
補
者
は
推
薦
理

事
の
有
資
格
者
と
な
り
ま
す
。

　

推
薦
に
よ
る
理
事
の
資
格
者
は
、

5
月
31
日
に
開
催
予
定
の
2
0
0
9

年
度
総
会
（
宮
崎
県
都
城
市
）
の
議

決
に
よ
り
次
期
理
事
に
選
任
さ
れ
ま

す
。

⒉
投
票
を
行
う
推
薦
理
事
に
つ
い
て

　

該
当
な
し

⒊
公
募
理
事
の
選
挙
（
投
票
）
に
つ

い
て

　

公
募
理
事
は
定
数
９
名
の
と
こ
ろ
、

９
名
の
立
候
補
者
が
あ
り
ま
し
た
。

役
員
選
考
規
程
第
11
条
第
４
項
な
ら

び
に
選
挙
細
則
第
５
条
第
２
項
の
定

め
に
よ
り
、
全
会
員
に
よ
る
投
票
を

行
い
、
最
低
得
票
数
（
有
効
投
票
者

数
の
1
／
3
）
以
上
の
得
票
を
得
た

候
補
者
を
当
選
人
と
し
ま
す
。

⒋
役
員
選
考
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て

　

会
長
、
副
会
長
、
監
事
、
東
北
、

近
畿
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
き
ま

し
て
は
立
候
補
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
関
東
甲
信
越
、
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
推
薦
理
事
に
つ
き
ま
し
て
は

定
員
に
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
っ

て
役
員
選
考
委
員
会
の
設
置
を
す
べ

く
理
事
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

⒌
日
　
程

•
第
２
回
告
示

　

2
0
0
9
年
1
月
26
日
（
月
）

　

＊
各
会
員
宛
て
投
票
用
紙
等
送
付

•
投
票
期
間

　

2
0
0
9
年
3
月
2
日
（
月
）

　

〜
3
月
16
日
（
月
）

　

＊
3
／
16
消
印
有
効

•
開
票
日
（
第
３
回
選
挙
管
理
委
員

会
）

　

2
0
0
9
年
3
月
22
日
（
日
）

　

＊
11
時
（
予
定
）
か
ら
公
開
に
て

開
票
作
業

•
開
票
結
果
の
発
表

　

2
0
0
9
年
3
月
23
日
（
月
）

　

＊
文
書
、Ｈ
Ｐ
、機
関
紙
等
で
発
表

⒍
投
票
方
法

•
投
票
者
無
記
名
式
に
よ
る
、
郵
送

な
ど
の
通
信
制
で
す
。

•
定
数
分
の
候
補
者
名
を
記
入
す
る

連
記
投
票
で
す
。

　

全
国
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
が
、
通
巻

２
０
０
号
に
到
達
し
ま
し
た
。
創
刊

は
１
９
９
０
年
７
月
で
、
毎
月
の
定

期
発
行
に
な
っ
た
の
は
93
年
の
６
月

か
ら
で
し
た
。
皆
様
の
中
に
は
、
創

刊
以
来
の
全
号
を
保
存
さ
れ
て
い
る

方
も
、
き
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
手
に

取
る
と
、
こ
の
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
が

そ
の
時
々
の
骨
髄
バ
ン
ク
事
情
を
映

し
出
す
鏡
で
あ
る
と
同
時
に
、
良
き

に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
当
会
の
歩

み
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
役
目
を
も

担
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
せ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ド
ナ
ー
登
録
者
数
三
十
万
人
到
達

や
非
血
縁
者
間
移
植
一
万
例
到
達
に

比
較
す
る
と
、
余
り
に
さ
さ
や
か
な

数
字
で
は
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
に
登

場
さ
れ
た
方
々
、
記
事
を
執
筆
あ
る

い
は
投
稿
さ
れ
た
方
々
、
そ
し
て
創

刊
以
来
の
編
集
に
奮
闘
さ
れ
た
先
人

諸
氏
ら
の
汗
と
涙
が
ギ
ッ
シ
リ
詰

ま
っ
た
２
０
０
号
で
あ
る
よ
う
に
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
の
活
動
が
続
く
限
り
、
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
の
発
刊
も
継
続
さ
れ
る

は
ず
で
す
が
、
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の

発
展
、
さ
ら
に
は
造
血
細
胞
移
植
医

療
の
未
来
に
目
を
向
け
た
紙
面
づ
く

り
に
、
編
集
委
員
一
同
、
邁
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
れ
ば
こ
そ
、
過
去

を
振
り
返
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る

…
…
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
、
今

号
で
は
、
歴
代
編
集
長
の
な
か
で
も
、

2
0
0
号
の
う
ち
半
数
以
上
の
編
集

　

全
国
協
議
会
よ
り
財
団
に
対
し
、

昨
年
12
月
22
日
付
け
で
２
つ
の
質
問

書
を
提
出
し
た
こ
と
は
、
前
号
（
第

1
9
9
号
）
で
報
告
し
た
と
お
り
で

す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
12
月
26
日
付
け
で
、

第
５
回
役
員
選
挙
第
２
回
告
示

※ホームページ（URL
は発行責任者名の下に
記載）では、候補者の
プロフィール、所信も
掲載しています。

に
携
わ
ら
れ
た
笠
原
慶
一
元
理
事
長

に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、

ペ
ー
パ
レ
ス
が
叫
ば
れ
る
中
に
あ
っ

て
も
、
紙
に
印
刷
さ
れ
た
会
報
に
優

る
も
の
は
な
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
の
２
０
０
号
到

達
、「
お
め
で
と
う
」「
あ
り
が
と
う
」

「
お
疲
れ
様
」
で
す
。

　

創
刊
号
か
ら
１
０
０
号
ま
で
の
縮

刷
版
Ⅰ
Ⅱ
を
見
な
が
ら
、
思
い
出
話

を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

創
刊
号
の
発
行
は
90
年
７
月
28
日

で
、
同
年
６
月
24
日
の
全
国
協
議
会

結
成
総
会
の
模
様
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
創
刊
か
ら
第
５
号
ま
で
は
、

当
時
事
務
局
員
だ
っ
た
町
田
孝
夫
さ

ん
や
千
葉
純
子
さ
ん
が
作
成
し
て
い

ま
し
た
。

　

私
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

は
、
92
年
４
月
の
第
６
号
か
ら
で
、

当
時
事
務
局
員
だ
っ
た
中
野
義
樹
さ

ん
と
二
人
の
作
業
で
し
た
。
ワ
ー
プ

ロ
で
文
字
を
印
刷
し
、
そ
れ
を
版
下

用
紙
に
貼
り
付
け
る
と
い
う
、
文
字

ど
お
り
の
手
作
業
で
し
た
。

　

第
６
号
に
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
開
始

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
や
、
３

月
末
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
が
全
国
で

3
、
2
1
8
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
当

時
の
加
盟
団
体
数
は
16
で
し
た
。

　

第
9
号
か
ら
は
、
野
村
正
満
さ
ん

も
編
集
に
加
わ
り
、
毎
月
、
定
期
発

行
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

怒
り
っ
ぽ
い
野
村
さ
ん
に
、
叱
ら
れ

な
が
ら
作
業
に
励
ん
だ
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
千
葉
の
会
の
木
村
紀
さ

ん
や
山
本
順
子
さ
ん
が
加
わ
り
、
毎

月
、
浅
草
の
事
務
局
で
夜
遅
く
ま
で

編
集
す
る
体
制
が
長
く
続
き
ま
し
た

が
、
遅
く
な
っ
て
も
必
ず
、
一
杯
飲

「骨髄移植10000例・さい帯血移植5000例ありがとうキャンペーン」
実行委員会における貴財団出席者の対応について

質問１．実行委員会における貴財団常務理事の発言は、貴財団として
オーソライズされた公式見解として理解してよいのでしょうか。

回答　標記の実行委員会へは平井常務理事が財団を代表して出席し
ていますので、財団の見解と理解して頂いて構いません。

質問２．貴財団常務理事の実行委員会における態度は、貴財団の渉外
のあり方として妥当なものとお考えでしょうか。

回答　同実行委員会は、そもそも日本さい帯血バンクネットワーク、
貴協議会と財団がそろって合意できるようなイベントを検討すると
いう会議でした。その中で、貴協議会のある方のご提案については、
財団として賛成しかねるものであったため、財団を代表して常務理事
が理由とともにそれを述べさせていただきました。貴職が述べられて
いるように、「それぞれの組織にはそれぞれの立場・意見があるのは
当然であり、それにより必ずしも合意に至らないことはやむ得ない」
ので、妥当なものと考えます。しかしながら貴団体とコミュニケー
ションを深めていくことはお互いに重要なことであるので、ボラン
ティア連絡会の場で意見交換してまいりたいと存じます。

質問３．貴財団の今回のような対応は、骨髄バンクの普及推進に悪影
響を及ぼしかねないと危惧しております。今後、貴財団が関係機関と
どのような関係を構築していきたいとお考えでしょうか。また、その
ためにどのように取り組んでいくおつもりでしょうか。

回答　骨髄バンクの普及啓発は極めて重要であり、そのため対等な団
体間の公正かつ信頼できる関係の構築が必要です。そのためには、貴
団体を始めとする骨髄バンクを支援してくださる関係団体との連携
を密にして、相互のコミュニケーションが円滑に行われるよう今後と

も努力してまいる所存です。

MONTHLY　REPORT12月15日号掲載記事について

質問１．貴財団として、今回の記事は掲載が妥当であったとお考えで
しょうか。また、それはいかなる理由によるものでしょうか。

回答　一般向けの会報誌である「東京の会通信200号」に平井常務理
事への非難が掲載されており、それに対する見解を財団の月間発行紙
であるMONTHLY　REPORTに掲載しました。これは、平成18年の
組織運営検討会議答申に「財団の運営に対する外部からの意見に対し
ては、財団として関係者に対し必要に応じて説明を行うとともに、明
確な意思の表明を行うべきであります」と述べられているとおり、財
団の方針に沿うものです。

質問２．情報の発信はきわめて慎重に取り扱われるべき業務です。
MONTHLY　REPORTの掲載記事はどのようなプロセスで決定され
ているのでしょうか。

回答　MONTHLY　REPORTは財団事務局に発行を委ねています。
常務理事が編集責任を負っていますが、とりわけ本件記事は、常務理
事の署名入りで掲載したもので、プロセスに問題はありません。

質問３．貴財団として、公益事業者の情報提供のあり方をどのように
お考えでしょうか。

回答　今後とも骨髄バンク事業に関する適切な内容を適宜情報公開
してまいりたいと考えています。また、組織運営検討会議答申にも
とづき、財団の運営に対する外部からの意見に対しては、財団として、
各関係者に対し必要に応じて説明を行うとともに、明確な意思の表明
を行ってまいる所存です。

	 骨髄第20-411号
	 2008年12月26日
特定非営利活動法人
全国骨髄バンク推進連絡協議会
理事長　　中野　勝博　様
	 財団法人骨髄移植推進財団
	 理事長　　正岡　徹

2008年12月22日付貴協議会からの質問に対する回答について

拝啓　師走の候、貴職におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　さて、「『骨髄移植10000例・さい帯血移植5000例ありがとうキャンペーン』実行委員会における貴財団出席者の対応について」および

「MONTHLY　REPORT12月15日号掲載記事について」という題で、貴職よりご質問を文書で拝受しましたので、下記の通りご回答いたします。
� 敬具

記

　

２
つ
の
質
問
書
に
対
す
る
財
団
か
ら
の
回
答
書

正
岡
・
財
団
理
事
長
名
で
の
回
答
書

が
届
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
ち
ら
か
ら
提
出
し
た
質
問
書
の

主
旨
を
、
ご
理
解
い
た
だ
け
て
い
な

い
の
で
は
と
い
う
の
が
、
質
問
書
作

成
に
関
わ
っ
た
協
議
会
関
係
者
の
共

通
の
思
い
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
回
答
書
に
よ
り
、
正
岡
理
事
長

お
よ
び
平
井
常
務
理
事
体
制
下
で
の

財
団
の
姿
勢
の
あ
る
部
分
は
明
確
に

な
っ
た
わ
け
で
す
の
で
、
当
協
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
を
念
頭

に
お
い
て
、
今
後
、
様
ざ
ま
な
場
面

で
対
応
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ん
で
帰
り
ま
し
た
。

　

以
来
、
私
が
理
事
長
に
な
る

２
０
０
１
年
の
7
月
ま
で
、
1
0
3

回
の
編
集
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、「
編

集
長
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
皆
さ
ん

に
助
け
ら
れ
て
の
9
年
間
で
し
た
。

　

編
集
企
画
で
の
思
い
出
は
、「
各

地
の
た
よ
り
」
は
当
初
か
ら
の
も

の
で
今
も
続
い
て
い
ま
す
が
、「
シ

リ
ー
ズ
・
ド
ナ
ー
登
録
者
の
声
」
は

4
回
続
き
、
当
時
の
要
望
の
「
声
」

は
、
そ
の
後
多
く
が
実
現
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
新
年
号
を
4
ペ
ー
ジ
に
し

て
、
加
盟
団
体
代
表
者
の
新
年
の
抱

負
や
各
地
の
バ
ン
ク
グ
ッ
ズ
を
紹
介

し
た
の
は
、
好
評
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
患
者
の
入
院
生
活
を
描
い

た
マ
サ
コ
マ
サ
オ
さ
ん
の
「
Ｄ
r.
サ

イ
く
ん
」
と
ド
ナ
ー
体
験
を
描
い
た

大
川
は
る
み
さ
ん
の
「
ド
ナ
ー
ち
ゃ

ん
」
の
マ
ン
ガ
は
、
今
読
ん
で
も
心

温
ま
る
笑
い
が
あ
り
、
好
企
画
で
し

た
。

　

以
上
、
2
0
0
号
ま
で
の
前
半
部

分
の
思
い
出
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

「
怒
り
」
を
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

す
る
こ
と
な
く
、
ド
ナ
ー
の
優
し
さ

と
患
者
が
直
面
す
る
厳
し
さ
を
常
に

見
つ
め
て
、
理
事
会
と
加
盟
団
体
の

架
け
橋
と
な
る
会
報
作
り
に
、
一
層

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
報
創
成
期
か
ら
の
思
い
出

�

笠
原
慶
一

昨年末に発覚した、骨髄採取キッ
ト在庫不足問題に危機感を覚えた
全国協議会では、関係団体と連絡
を取り合いながら、舛添厚生労働
大臣宛に迅速な対応を求めるべく
「採取骨髄濾過キット在庫不足問題
に関する情報公開と未承認キット
使用による患者負担増加回避を求
める要望書」として緊急署名活動
に取り組み、1/31に第一次集約
を行いました。詳しくは３月号で
報告いたします。

「キット不足問題」
緊急署名活動への
ご協力に感謝!!

通
巻
２
０
０
号
到
達

通
巻
２
０
０
号
到
達



第★号（月１回毎月１日発行）定価　１部15円	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 第三種郵便物認可・★★年★月★日（★）発行（２）第200号（月１回毎月１日発行）定価　１部15円	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 第三種郵便物認可・2009年２月１日（日）発行（２）

ありがとうキャンペーン協賛金・寄付
� （12/21〜1/23）

中熊千香� 5,000円
中村信� 10,000円
改田耕一� 3,000円
池井元� 3,000円
尾西ライオンズクラブ� 5,000円
瑞浪桔梗ライオンズクラブ� 30,000円
� （敬称略）

　

す
っ
か
り
恒
例
と
な
り
ま
し
た
箱

根
駅
伝
で
の
の
ぼ
り
を
掲
げ
て
の
啓

発
活
動
で
す
が
、
正
月
晴
れ
の
中
、

今
年
も
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

各
所
の
沿
道
に
「
骨
髄
バ
ン
ク
」
の

の
ぼ
り
が
は
た
め
き
ま
し
た
。

　

１
月
２
日
、
８
時
の
ス
タ
ー
ト
か

ら
お
よ
そ
５
分
ほ
ど
の
御
成
門
駅
交

差
点
付
近
に
は
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル

生
命
保
険
第
５
支
社
の
社
員
と
そ
の

ご
家
族
の
方
々
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ

り
、
80
本
余
り
の
の
ぼ
り
が
沿
道
を

埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
観

戦
頂
い
た
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
ス

タ
ー
ト
早
々
か
ら
選
手
集
団
の
背
景

に
は
た
め
く
、
真
っ
赤
な
骨
髄
バ
ン

ク
の
の
ぼ
り
に
気
づ
か
れ
た
方
も
多

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
芦
ノ
湖
ま
で
の
沿
道
の

各
所
で
、
国
士
舘
・
中
央
大
学
ら
の

学
生
さ
ん
が
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生

命
保
険
の
方
々
が
、
箱
根
・
恵
明
学

園
の
子
ど
も
達
が
、
そ
し
て
首
都
圏

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
、
選
手
に
声

援
を
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
の
前
で
観
戦

さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
闘
病
中
の
患

者
さ
ん
に
向
け
て
エ
ー
ル
を
お
く
り

ま
し
た
。

　

翌
３
日
の
復
路
で
も
活
動
は
行
わ

れ
、
東
洋
大
学
の
力
走
と
、
目
の
前

で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト

の
激
戦
に
、
各
所
で
観
戦
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
達
も
、
の
ぼ
り
を
持
つ
手

に
思
わ
ず
力
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
箱
根
駅
伝
で
の
啓
発
活
動

も
、
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
に

「
い
の
ち
の
タ
ス
キ
リ
レ
ー
」
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
始
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
の
箱
根

駅
伝
も
、
２
日
の
往
路
５
区
は
、
宮

ノ
下
・
富
士
屋
ホ
テ
ル
前
の
緩
や
か

な
Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
歩
道
上
で
観
戦
、

応
援
、
普
及
啓
発
、
そ
し
て
写
真
撮

影
を
行
っ
た
。

　

毎
年
、
数
々
の
名
勝
負
、
そ
し
て

ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
山
の
ぼ
り
の
５

区
。
し
か
し
、
ド
ラ
マ
の
主
役
は
、

鍛
え
ぬ
か
れ
、
選
ば
れ
た
選
手
た
ち

だ
け
で
は
な
い
。
全
長
１
０
８
㎞
の

往
路
の
中
で
、
こ
こ
宮
ノ
下
の
コ
ー

ス
沿
い
は
、
沿
道
の
一
般
市
民
も
主

役
に
な
れ
る
、
稀
有
な
場
所
で
は
な

い
か
と
思
う
。
数
量
限
定
な
が
ら
宮

ノ
下
商
店
街
の
皆
様
の
ご
好
意
で
市

民
に
振
舞
わ
れ
る
シ
チ
ュ
ー
パ
ン
と

と
も
に
、
す
っ
か
り
宮
ノ
下
名
物
と

し
て
定
着
し
て
い
る
独
特
の
応
援
ス

タ
イ
ル
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
、
個
々
の
選
手
の
名
前
を
、
沿

道
の
市
民
が
声
を
合
わ
せ
て
、
分
け

隔
て
な
く
呼
び
か
け
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
、
ひ
い
き
の
選
手
や
大

学
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
こ

こ
宮
ノ
下
に
集
う
観
客
は
、
不
思
議

な
連
帯
感
に
包
ま
れ
る
。
○
×
大
学

の
△
□
選
手
を
応
援
す
る
の
と
同
様

に
、
い
や
、
そ
れ
以
上
に
、
箱
根
大

学
駅
伝
そ
の
も
の
を
愛
し
、
応
援
し

た
い
と
思
う
か
ら
に
違
い
な
い
。

　

選
手
の
到
着
を
待
つ
間
に
、
選
手

の
名
前
を
呼
ぶ
練
習
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
際
、
選
手
の
「
姓
・
名
」
の
代

わ
り
に
使
わ
れ
た
の
が
「
骨
髄
・
バ

ン
ク
」
で
あ
る
。
初
め
こ
そ
遠
慮
が

ち
で
、
し
か
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
発

声
が
、
次
第
に
調
和
し
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
あ
げ
て
ゆ
く
。
や
が
て
、
沿
道

を
埋
め
尽
く
す
大
観
衆
が
「
骨
髄
・

バ
ン
ク
」「
骨
髄
・
バ
ン
ク
」
と
口
々

に
叫
ぶ
。
骨
髄
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
た
と

え
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
る
と
し
て
も
、

「
骨
髄
・
バ
ン
ク
」
の
大
合
唱
が
巻

き
起
こ
っ
た
の
は
、
こ
こ
宮
ノ
下
を

お
い
て
他
に
は
な
い
の
で
は
と
思
う
。

　

取
材
ヘ
リ
の
爆
音
が
近
付
い
て
く

る
。
12
分
後
、
先
導
の
白
バ
イ
に
追

い
つ
か
ん
ば
か
り
の
速
度
で
、
二
人

の
選
手
が
目
の
前
を
駆
け
抜
け
て

い
っ
た
。
白
文
字
で
骨
髄
バ
ン
ク
と

染
め
抜
か
れ
た
赤
い
の
ぼ
り
旗
が
、

一
斉
に
打
ち
振
ら
れ
た
。

�

（
協
議
会
・
品
川
）

　

１
月
８
日
、
始
業
式
に
あ
た
る
こ

の
日
、
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
（
Ｎ
Ｗ
）

航
空
の
高
橋
様
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
の

胎
中
様
ら
と
共
に
、
大
谷
会
長
が
上

宮
学
園
上
宮
高
等
学
校
（
大
阪
市
）

を
訪
問
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

同
校
の
特
別
コ
ー
ス
の
生
徒
さ
ん

39
名
が
、
修
学
旅
行
で
Ｎ
Ｗ
航
空
を

利
用
し
て
ボ
ス
ト
ン
を
往
復
さ
れ
た

際
に
取
得
し
た
約
55
万
マ
イ
ル
を
全

国
協
議
会
に
ご
寄
付
く
だ
さ
り
、
そ

の
御
礼
に
伺
っ
た
も
の
で
す
。

　

昨
年
は
生
徒
さ
ん
の
お
一
人
が
難

病
で
修
学
旅
行
に
参
加
出
来
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
が
、
今
年

の
生
徒
さ
ん
方
も
、
そ
の
辛
さ
を
自

分
に
重
ね
て
く
だ
さ
り
、
継
続
し
て

の
マ
イ
ル
提
供
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
の
校
祖
誕
生
会
に
お
い

て
、
大
谷
会
長
が
講
演
会
を
行
っ
た

こ
と
も
、
生
徒
さ
ん
方
が
骨
髄
バ
ン

ク
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
に
な
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
11
月
よ
り
、
遠
方
の
病
院
に

通
院
す
る
患
者
さ
ん
ら
を
対
象
に
、

Ｎ
Ｗ
Ａ
エ
ア
ケ
ア
チ
ャ
リ
テ
ィ
プ
ロ

グ
ラ
ム
利
用
に
よ
る
無
料
航
空
券
提

供
の
患
者
支
援
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

頂
き
ま
し
た
55
万
マ
イ
ル
は
国
内
37

往
復
分
の
航
空
券
に
な
り
ま
す
の
で
、

生
徒
さ
ん
方
の
お
気
持
ち
に
感
謝
し
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　　    12月21日〜1月23日   　　　
㈱タクトコーポレーション	 現金� 10,000円
㈱エアネット	 現金� 92,700円
第一生命保険労働組合神戸支部
	 現金� 36,200円
エグゼキューブ㈱	 現金� 10,150円
セシリア音楽教室 渡辺はぎの	 現金� 50,000円
たっくママの投稿募金	 現金� 22,038円
櫻井康司	 現金� 20,000円
相河祐子	 現金� 10,000円
山本和広	 現金� 30,000円
長谷川緑	 現金� 5,000円
塩谷 圭	 現金� 1,000円
山田康博	 現金� 9,880円
鈴木純子	 現金� 1,340円
飛田行康	 現金� 5,000円
田島香雪	 現金� 1,000円
伊藤史郎	 現金� 5,000円
大森青児	 現金� 10,000円
飯島孝枝	 現金� 2,240円
川名紀子	 現金� 10,000円
山本英一	 現金� 5,000円
関口栄三郎＆富子	 現金� 20,000円
ダブルエースタイガー	 現金� 50,000円
GAROのお客様	 現金� 9,800円
GAROマイステージボックス（大平・春上・松沢・本間・
井手・川尻・船木・髙橋・北村・君和田・嶋村・
佐藤・鴨下・北浦・保利）	 現金� 11,055円
匿名	 現金� 5,000円
匿名	 現金� 2,000円
匿名	 現金� 1,012円
●白血病患者支援基金
やきとり おばこ	 現金� 11,000円
つけ麺処 くっちゃいな
　沼津店	 現金� 3,432円
　御殿場店	 現金� 2,132円
　小田原店	 現金� 3,129円
　三島店	 現金� 1,001円
　環七通り店	 現金� 3,151円
　原宿店	 現金� 2,162円
創作ダイニング 火と水大地 御殿場店
	 現金� 2,737円
沼津応援酒場	 現金� 1,296円
キッチンオネオネ 若山暁生	現金� 15,000円
小林倫代	 現金� 1,000円
●佐藤きち子患者支援基金
会津ユネスコ協会	 現金� 20,000円
土肥敏朗	 現金� 10,000円
匿名	 現金� 3,000円
匿名	 現金� 5,000円
� （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

骨
髄
バ
ン
ク
の
の
ぼ
り
が
青
空
に
は
た
め
く

　

昨
年
の
石
巻
支
部
は
、
イ
オ
ン
石

巻
で
の
月
例
登
録
会
の
ほ
か
、「
い

の
ち
の
輝
き
展
」
を
イ
オ
ン
石
巻
Ｓ

Ｃ
と
イ
オ
ン
仙
台
泉
大
沢
Ｓ
Ｃ
で
、

６
月
・
11
月
に
２
回
ず
つ
計
４
回
行

な
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は

各
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

2
0
0
6
年
12
月
に
骨
髄
バ
ン
ク
Ｐ

Ｒ
の
街
頭
活
動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

意
外
に
も
２
万
円
近
く
の
募
金
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
12
月

18
日
の
午
後
の
時
間
を
全
部
あ
て
、

骨
髄
提
供
者
の
体
験
講
話
と
街
頭
活

動
を
セ
ッ
ト
に
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

予
め
担
任
の
先
生
か
ら
骨
髄
移
植

に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
授
業
は
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ド
ナ
ー
で
あ

る
宮
田
艶
子
さ
ん
に
登
録
動
機
と
提

供
後
の
感
想
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
コ
ー

ス
を
選
ん
だ
15
名
の
生
徒
に
と
っ
て

は
、
自
分
た
ち
の
お
母
さ
ん
と
同
年

代
の
主
婦
の
方
の
体
験
談
を
聞
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
骨
髄
バ
ン
ク
が
身
近

に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

講
話
の
後
、
バ
ス
で
市
街
地
の

ス
ー
パ
ー
へ
移
動
し
、
一
時
間
半
の

募
金
活
動
で
３
万
円
余
り
の
募
金
を

頂
い
た
こ
と
で
、
生
徒
達
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た

と
感
想
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

募
金
は
前
回
同
様
、
全
国
協
議
会

へ
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
牧
薗
）

１区　御成門付近　いまだ集団は崩れず

５区　箱根宮ノ下　選手の名前がこだまする

今
年
も
上
宮
高
等
学
校
か
ら
マ
イ
レ
ー
ジ
寄
付

「
さ
っ
と
の
笑
顔
」が

大
反
響
デ
ビ
ュ
ー

石巻

の
こ
と
、
地
元
イ
オ
ン
さ
ん
の
企
画

担
当
を
し
て
い
る
石
巻
Ｆ
Ｍ
局
の
Ｓ

さ
ん
が
骨
髄
バ
ン
ク
支
援
に
力
を
注

い
で
く
れ
て
る
か
ら
で
す
。
実
は
こ

の
Ｆ
Ｍ
局
で
は
、
２
０
０
７
年
９
月

か
ら
月
２
回（
再
放
送
２
回
付
）、「
ご

存
知
で
す
か
骨
髄
バ
ン
ク
」
と
い
う

７
〜
８
分
の
番
組
を
制
作
放
送
し
て

も
ら
っ
て
い
て
、
昨
年
の
秋
か
ら
仙

台
の
各
Ｆ
Ｍ
局
に
も
配
信
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
０
年
８
月
ま
で
の
予
定

で
、
ス
ポ
ン
サ
ー
さ
ん
他
関
係
者
の

皆
さ
ん
に
は
大
感
謝
で
す
。

　

そ
の
他
、
白
血
病
で
３
歳
で
天
国

に
行
っ
た
私
の
次
男
の
写
真
パ
ネ
ル

（
説
明
コ
メ
ン
ト
入
）
大
中
小
合
わ

せ
て
50
枚
と
、
母
親
が
綴
っ
た
闘
病

日
誌
も
製
作
し
て
、
仙
台
・
石
巻
で

の
「
い
の
ち
の
輝
き
展
」
で
展
示
し

ま
し
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
他
来
場
者
か

ら
も
「
さ
っ
と
の
笑
顔
が
す
ば
ら
し

い
」
と
の
大
反
響
が
あ
り
、
骨
髄
バ

ン
ク
へ
の
理
解
に
一
役
買
え
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
３
月
・
６

月
・
11
月
以
外
貸
し
出
し
可
能
で
す

の
で
、
全
国
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。�

（
小
野
）

　

鹿
児
島
県
立
吉
田
南
中
学
校
２

学
年
で
は
総
合
的
な
学
習
と
し
て
、

１
月
18
日　

全
国
協
議
会
事
務
局

〈
協
議
事
項
〉

●
共
催
・
名
義
後
援
・
減
免
申
請
等

の
承
認
案
件

●
2
0
0
9
年
度
総
会
・
代
表
者
会

議
に
つ
い
て

●
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

●
財
団
関
連

●
部
会
報
告

●
箱
根
駅
伝
で
の
普
及
啓
発
活
動
に

つ
い
て

●
骨
髄
バ
ン
ク
支
援
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

●
あ
り
が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ

い
て

●
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

●
役
員
選
挙
に
つ
い
て

●
白
血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
状

況
●
「
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
」

受
付
・
給
付
状
況

●
ド
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
受
付

状
況

●
Ｎ
Ｗ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
イ
ル
提
供

状
況

〈
今
後
の
予
定
〉

　

2
0
0
9
年
3
月
15
日　

第
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回

理
事
会

総
合
学
習
で
の
ド
ナ
ー

体
験
談
と
街
頭
募
金

鹿児島

骨髄バンクの最新情報をお知らせする�── 骨髄バンクＮＯＷ
●平成20年のドナー登録者数及び移植数
　平成20年（1〜12月）の新規ドナー登録者
数は38,481人で、前年（38,440人）と比較
して微増となりました。累計では329,247人
（12月末現在）となっています。
　また、平成20年12月に累計１万件に到達
した移植数は年間では1,104件となり、前年
の999件を105件上回って、過去最高の件数
となりました。

●平成21年度移植対策関係予算当初内示
　平成21年度移植対策関係予算が内示されま
した。厳しい財政事情を反映し、骨髄移植対

策については11億3,700万円と、平成20年度
に比べ3,700万円の減額となりました。この
うち、骨髄移植推進財団に対する骨髄移植対
策事業費については4億4,071万9千円で、平
成20年度に比べ2,300万円余りの減額となっ
ています。

●12月の区分別ドナー登録者数
　12月の区分別ドナー登録者数は、献血ルー
ム／1,769人、献血併行型集団登録会／1,476
人、集団登録会／ 98人、その他／ 222人で
した。

《財団マンスリーレポート（1月16日発行）より抜粋》

注）数値は速報値のため
次月以降に訂正されるこ
とがあります。
*1）17年3月 〜　*2）51
歳以上ドナーの延長数　
*3）51歳以上ドナーの新
規登録数　*4）17年9月
〜

◆日本骨髄バンクの現状（平成20年12月末現在）
	 11月	 12月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 3,996 	 3,565 	 329,247	 417,071
患者登録者数	 187 	 196	 2,389	 26,588
骨髄移植例数	 101	 78	 −	 10,069
20歳未満ドナー登録者	 −	 202	 9,072*1	 −
51歳以上ドナー	 227*2	 120*3	 13,175*4	 −
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